
関西文化学術
研究都市

２００8年2月23日（土）
14：00～16：00（開場：13：30）

宮 本  又 郎

高等研中庭

（国際高等研究所フェロー・関西学院大学専門職大学院教授・大阪大学名誉教授）

国際高等研究所　レクチャーホール

〒619-0225 京都府木津川市木津川台9丁目3番地 （財）国際高等研究所「宮本講演会」係
電話：0774‒73‒4000 ＦＡＸ：0774‒73‒4005 E-mail：lec0223@iias.or.jp〈日・月・祝休〉

・対象 :高校生以上 　・入場 :無料 　・定員 : 150名 

江戸時代の新しい見方
～近代の胎動・近年の数量経済史研究の成果から～
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高等研公開講演会

★講演会ご参加には、事前申込の必要はありません。当日の開始時間までに、会場へお越しください。 
★定員を超えた場合、TVモニターでご覧になっていただくこともございます。 
★駐車場はご用意しておりますが、係りの指示に従ってのご駐車をお願いいたします。 



■交通のご案内 近鉄京都線：新祝園（しんほうその）駅※急行停車
JR学研都市線：祝園（ほうその）駅下車、タクシーにて7分。
又は奈良交通バス「光台循環内回り」「学研奈良登美ケ丘駅行」
にて“けいはんな記念公園”下車、南へ徒歩5分。
近鉄京都線：山田川駅※普通のみ停車
下車、タクシーにて7分。又は奈良交通バス「木津川台住宅行」にて
終点下車、西へ徒歩5分。
けいはんな線：学研奈良登美ヶ丘駅下車、
奈良交通バス「祝園駅行」にて“けいはんな記念公園”下車、南へ徒
歩5分。

■鉄道ご利用の場合
◎

◎

◎

京都方面より
京奈和自動車道「精華学研IC」を出て右折、
精華大通りを西へ1ｋｍ、T字路を左折200m
奈良方面より
R163より府道八幡・木津線北上、近鉄木津川台住宅地前交差点
左折（左折車線あり）約2km直進

■お車ご利用の場合（駐車場有ります）
◎

◎

●奈良交通バス 時刻／料金お問い合わせ
奈良交通テレフォンセンター  TEL.0742-20-3100
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国際高等研究所

江戸時代の新しい見方
～近代の胎動・近年の数量経済史研究の成果から～

●講演要旨

公開講演会

みやもと またお

●講師：宮本 又郎氏　国際高等研究所フェロー・関西学院大学専門職大学院教授・大阪大学名誉教授 
　学位：経済学博士
経歴：神戸大学助手、大阪大学助手、大阪大学専任講師、大阪大学助教授、大阪

大学教授、 連合王国・ロンドン大学客員研究員、大阪大学評議員、大阪
大学経済学部長、第20期日本学術会議会員、放送大学客員教授

専門：日本経済史・日本経営史
著書：『日本商業史』（共著 有斐閣 昭和53年）、『江戸期商人の革新的行動』（共著 有斐閣昭和53年）、

『日本の企業家（1）明治篇』（共著 有斐閣 昭和53年）、『歴史のなかの物価』（共編著 同文館 
昭和 59年）、Trade Associations in Business History（共編著 東京大学出版会 昭和
63年）、『近世日本の市場経済 -大阪米市場分析-』（有斐閣 昭和63年）、『日本経済史1・経
済社会の成立』（共編著 岩波書店 昭和63年 )、『庶民の歩んだ金融史』（共著プロダクション
F 平成3年）、『日本経営史』（共著 有斐閣 平成7年)、『日本経営史2・経営革新と工業化』（共
編著 岩波書店 平成7年）、『ケースブック・日本企業の経営行動（共編著 有斐閣 平成10年）、
『日本の近代10・企業家たちの挑戦』（中央公論新社 平成11年）、『20世紀の関西』（共著 
21世紀の関西を考える会 平成12年）、『日本をつくった企業家』（編著 新書館 平成14年）、
『日本型資本主義』（共著 有斐閣 平成15年）、『経営に大義あり』（共著 日本経済新聞社 平成
18年）、『日本経営史・新版』（共著 有斐閣 平成19年）

http://www.iias.or.jp/

　江戸時代といえば一昔前では、「純粋封建制」の時代、「停滞社会」としてほ
とんどの日本人が暗いイメージをもって思い浮かべた時代でした。このよう
な伝統的歴史像に対して、日本の近代経済成長を準備した時代として、江戸
時代を見直そうという動きがここ十数年強まってきました。江戸時代をプレ・
モダーン(前近代)ではなく、アーリー・モダーン（初期近代）として再検討しよ
うという潮流です。 
　こうした見方は数量経済史という分析手法に支えられて登場してきたも
のです。数量経済史とは、いままであまり光があてられなかったマクロ経済
の動きや庶民の生活上の変化を数量データの収集と分析によって明らか
にしようというもので、近代経済学や統計学の手法を積極的に取り入れて
いるところに大きな特色があります。 
　本講演では、主として、このような数量経済史の方法による江戸時代経
済史の新動向をとくに最も着実に研究が進んだ物価史と人口史に焦点を
絞って、お話したいと考えています。 堂島米市場立ち会いの風景（『摂津名所図会』から）


